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Abstr a.ct
Elongation of individu al inter n odes and hypo c otylof Lyc opersic o nes c ulentum w e reinvestigaト
ed u nde r eight tr e atm e nts, obtain ed by c o mbining o n e of tw oD I Fs(photope riodte mper atu r e
-darkpe riod te mpe r atu r e.
'
+ 10a nd 110
o
C) a nd o n e of thr e epe riods ofgr o wth(0-7,8115, a nd
16-22 days afte rthe startofexpe rim ent). T he tempe ratu r e su sedto cre ate the DI Fs w ere 20
a nd 30
o
C in all tr e atm e nts. T hele ngths of hy po c otyla nd all theinte r n ode s of to m ato s e edlings
w e r e m e a s u r ed at the start a nd end ofe a chpbotoperiod a nd their daily elo ngatio n r ate s w e r e
c alc ulated. T he cha nge in the elo ngatio n r ate s of by po c otyl a nd individu al inte r n ode s w-itb
tim e clo sely m atched a Ga u sia n c u r v e. T he pe ak heighta nd 也e n u mbe r of daysto r e a ch the
peak v ariedfr o mon einte r node to anothe r. T he ste m lengthofthe s e edlings a nd 也e propo ト
tio n s of hypo c otyl a nd individu al inte rn ode s v a ried a m o ng the tr e atm e nts, Re sults indic ate
that thele ngthof hy po c otyla nd individu al inte rn ode s of to m ato c a nbe c o ntr olled by cha nging
D I Fwithtim e. T his method c ould be ap plic ablein the produ ction of s cions a nd r o otstocks
withc o ntr olled le ngthof hypo c otyl a nd individu al inte rn odes fo r e伍 cie ntgr afting ope r atio n s
of to m ato a nd othe rfr uitv egetable c rops .
Keyw o rds : air te mpe r atu r e, elo ngatio n r ate, gr afting, LycoPe rsic o n e sc ule ntu m , ste m le ngth
緒 言
植物 の 茎長 に影響 を及 ぼ す因子 と し て , 接触 (Bid-
dingto n, 1986), 光源 の red/fa r-r ed 且u x比 (M o e a nd
Heins
,
190) お よ びblu e/r ed 且u x比 (Oya e rt et al.,
1998㍉ 光 強度 (Einert and Box , 1967), 相 対 湿 度
(Piter and Bob, 19 92), お よ び D I F(Erwin et al.,
2004年 10月 18 日受付
2005年 1月 18 日受 理
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1989) が 報告 さ れ て い る. D IF は明期気温 (D T) と 暗
期気温 (N T) の差 (D T-N T) と 定義 さ れ , テ ッ ポ ウ
ユ リ (Erwin et al. , 1989), キ ク (Ka rls so n et al. ,
1989), ポ イ ン セ チ ア (Mo e a nd Mo rte n se n, 199 2) な
ど に 関 して , D IF が大 と な る ほ ど植物 の茎長 は大 と な
る こ と が 報告 さ れ て い る. D I F に よ る茎長 の制御 が テ
ッ ポ ウ ユ リ (Erwin and Ⅲein s, 1990), キ ク (Cuijpe rs
alld Vogeleza ng,1992) な ど の切花生産お よ び鉢物生産,
さ ら に ス ト ッ ク, キ ン ギ ョ ソ ウ お よ び パ ン ジ ー (Ito et
αJ. , 1997) な どの セ ル 成型苗生産 に お い て 利用 さ れ て い
る
.
しか し, 植物 の歴軸長お よ び各節間長 を制御した報
告 は見当た ら な い .
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DIF の経 日変化 に よ る ト マ ト実生 の歴軸お よ び各節間長の 制御
他方, 果 菜類生産 に お い て土壌伝染病書 か らの 回避,
低温伸長性 お よ び高温耐性な どの強健性の付与 , 果実 の
商品性向上 な どを 目的 と し接ぎ木苗の利用 が普及 して い
る (Itaki, 2004). 接 ぎ木苗生産 に お い て , 歴軸 長 お よ
び各節間長 の制御は形態が均 一 な 穂木お よ び台木の生産
を可能 と し, 作業能率を向上 さ せ る と 考えられ る. DIF
は ト マ ト (De Ko ning, 1992), キ ュ ウ リ (Grim stad
a nd Frim a n sltlnd, 1993), ス イ カ (Er win et al. , 1993)
な どの茎長 に影響 を及 ぼす と報告 され て い る の で , 果菜
類 の穂木お よび台木 の歴軸長 お よ び各節間長 は D IFで
制御 で き得 る.
し か し, 温室内の気温 は天候 の影響 を受けやすv)た め
に, 任意 の D IFを正確に処理す る こ と が 困難 で あ る.
とく に負 の D I Fを処理 す る に は 明期中の冷房あ る い は
時期中の暖房が必要 であり, エ ネ ル ギの 浪費 と な りか ね
な い
. 他 方, 光 に不透明な断熱壁 で囲わ れ て い る閉鎖型
苗生産 シ ス テ ム 内の気温 は天候 の影響を受 け に くく, 任
意 の DIF を 正確 に比較的少 な い エ ネ ル ギ消費 で作り出
せ る (Ko z ai, 1999).
そ こ で, 本 試験 で は果菜類 の歴軸お よび各節間長 の制
御 を最終的な目的 と した 基礎的研究 と して , 閉鎖 型苗生
産 シ ス テ ム に お い て + 10 ま た は110oC の D I Fを 6-8
日毎 に与 え た 条件 に お け る ト マ ト実 生の 歴細長 お よび各
節間長 を経目的 に測定 した . ま た そ れ らの 測定値 か ら 日
伸長速度 な ど に及 ぼ す D IFの影響 を検討 した .
材 料 お よ び 方 法
1. 供試植物材料およびその育成条件
供試植物 は ト マ ト (LycoPe rsico n es cule ntu m M ill.),
品種 は主流品種 で ある桃太郎 シ リ ー ズ の 一 つ で ある桃太
郎を用い た . 直径 6c m の ポ ッ ト に培養土 (ナ プ ラ養土,
ヤ ン マ ー 農 機㈱) を充填 し 一 粒播 種 し た . 気温 25oC,
相対湿度 65% に設定 し た グ ロ ー ス チ ャ ン バ (F R-9 10 8
A椿殊型, 小 糸 工業㈱) で 6日間育成 し た個体 を植物
材料 (歴軸長31. 4 ±1. 9m m) と した . 育成 期間中 は発
芽直後 の徒長 を防ぎ, 歴細長 のば らつ き を小 さくす るた
め に 連続明期 と し た
. 光 合 成 有効光 量子束 (以下 ,
P P F) は 250′J 皿 01 m~2 s~1 と し, 光 源 は 3波長形 白色
蛍光灯 (F H T 42 E X-W , 三 菱電壌オ ス ラ ム㈱) と した .
2. 試験条件および方法
試験期間 を試験開始後 0-7,8-15お よ び 16-22日目の
三 つ の 期間 に分け, そ れ ぞ れ を S l, S2 お よび S 3 と し
た
. 試験 区 は こ れ ら 三 つ の 期間 と 二 つ の D I F(+ l o 潜
よ び -10oC) を 組 み 合 わ せ た 8 区 と し た (Table
69
Table 1 T he DI Fs ubje ctedin e a ch e xpe rim e ntal
pe riod of Sl(0-7 days afte rthe sta rt of
e xpe rim e nt (D A E)), S2(8-15 D A E) a nd
S 3(16-22 D A E).
Tre atm ent D IF(
o
C)
c ode sl:0-7 S2:8-15 S 3:16-22
P P P +10
P P N + 10
P N P +10
P N N +10
N P P -10
N P N - 10
N N P - 10
N N N -10
+10 + 10
+ 10 -10
-10 + 10
-10 -10
十10 + 10
+10 -10
-10 + 10
-10 -10
1). + 10 お よび -10oC の D IF処理 を P お よび N と表
し, 各期間の 処理記号を並 べ て 試験区名と した . た と え
ば全期間 の D I F が + 10
o
C の試験 区名は P P P とな る.
反復 数 は 2 と し, 各 試験区に 8個体 を供試し た . 供 試個
体 は D I Fを + 1 0(3 0/20
o
C ( 明期/暗 期 気 温))お よ
び-lo
o
° (20/30oC) に設定 した 上記グロ ー ス チ ャ ン バ
間 を Tablel に従 っ て 移動 さ せ た . 気温 は, 栄養生長 に
お ける 適温 である 2 5
o
C より ±5
o
C と し て設定 した .
グ ロ ー ス チ ャ ン バ 内の 水蒸気飽差, CO2 濃 度 , 明期
お よ び培 地 面 上 の P P Fは そ れ ぞ れ 1. Ok Pa, 1000
p m ol m ol~1, 12 hd-l お よ び250FL m Ol m~2 s~1 に 設 定
した. S l,S2, S 3に お い て , 各個体 に そ れ ぞ れ 2 5,35,50
mJ の毒液 (大塚A 処 方, 大 塚 ハ ウ ス 1号 : 濃 度1. 5
gl-1, 大 塚 ハ ウ ス 2号 : 濃度 1. Ogl-1, 大 塚 化学㈱)
を毎明期開始時 と終了時 に与 えた .
3. 測 定 お よ び 算定
試験期間中, 毎明期開始時 お よび終了時 に全個体の歴
軸長 お よ び各節間長をデ ジ タ ル ノ ギス (C D-15 CP, ㈱
ミ ツ ト ヨ , 精度 0. 01m m)--を用 い て 測定 し た. 歴 軸 長
は培地面か ら子葉 まで の 長 さ , また 第 1節間長 は子葉か
ら 第 1本葉 の薬液ま で の 長 さ, 第 k 節間長(k ≧2)は第
k-1本葉 お よ び第 k本葉 の業腹問 の長 さ と 定義 した .
試験 開始後 22日目に乾物重, 葉面積 , 本葉 数 を測定 し
た
.
日伸長速度は (n + 1) 日目の歴軸長 お よ び各節間長
か ら n 日日の そ れ ぞ れ を減 じ た値 と定義した .
試験区 の平均値間の差 は, Tukey-Kr a m e r法 を 用 い
て 5% レ ベ ル で検定 した .
結 果
試験開始後22日目の茎長および節間長
茎長 は P P P区 で 最 大, N N N区 で 最小 と な り, ま
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た +10
o
CD I Fを処理 した 日数が多 い ほ ど大 と な る傾向
が み ら れ た (Fig. 1, Fig . 2). 腔 軸 長 は S lに + lo
o
°
DI Fを処理 した 試験 区で -10
o
C D I Fを処理 し た 試験区
よりも大 と な っ た . 第 1節 間長 は + 10
o
CD IFを処理 し
た 期間 が S l と S 2 の試験区で最大 と な り, 次 い で S l の
Fig. 1 To m ato s e edlings22 days afte rthe sta rt of
e xpe rim e nt. Fo rtr e atm e nt c ode s,s e eTable
il
az ab abc cd bcd cd d e
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Tre atm ent
Fig . 2 Le ngth of hypo c otyl a nd individu al inter-
n odes22 days afte rthe sta rt ofexpe rim e nt.
In e a ch ba rin the gr aph, ste m le ngth is
divided into 10 inte r n ode s le ngth.
Hy po c otyl length is at the botto m a nd 9th
inte r n ode sle ngth is at the top.
zT be s a m elette r s a r e n ot signi丘c aIlty
diffe re ntin ste mlength at P<0. 05lev el by
Tukey-Kr a m e r'ste st.
yT he s a m elet te rs a re n ot signific a ntly
diffe re ntin length of individu al inte rn ode s
at P<0. 05le v el by Tukey-Kra m e r'ste st.
み , S 2 の み の試験区の]頃に小 と な る傾向が み ら れ た .
Sl と S 2 に-10oCD I Fを処 理 し た 試験区 の歴軸長 は最
小 と な っ た . 第 2節 間長 は S l とS2 あ る い は そ れ らの
い ず れ か に , 第 3節間長 は S2 に 十10oC D I Fを処理 し
た試験区で大 と な る傾向が み ら れ た .
日 伸 長速 度
P P P お よび N N N区 にお け る月杢報お･よび各節間 の日
伸長速度 の経日変化 は , そ れ ぞ れ指数曲線お よ びガ ウス
曲線 で 近似 で き た (Fig. 3). P P P区で は N N N区 に 比
べ 日伸長速度 の最大値 は大 で, 最大値 に達す る ま で の 日
数 は小で あっ た . また , 日伸長速度 の最大値お よび最大
値 に達す る ま で の 日数 は節間毎に異 な っ た .
第 1節 間 の 日伸長速度 は, S l で は全試験区 で経日的
に増加 し, S 2 で は S l に + 10
o
C D I Fを処理 し た 試験 区
で在 日的 に減少 し た (Fig. 4). S I 仁-10oC D IFを処
理 した 試験区 の そ れ は S 2 で最大値を と っ た (Fig. 4).
各期 間 に お け る 日伸長速度 は, そ の 期 間 に + 10
o
C D I F
を処理 した 試験区 で -10oC DI Fを処理 した試験 区 より
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. 3 Cha nge s withtim ein the daily elo ngatio n
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Tre atm ent
Fig. 5 Elongatio n ofthe lstinte rn ode du ringlight and da rk pe riods at S land S 2, a nd that ofthe 3rd
inte rnode at S2 and S3. Elongatio nduring da rk periodis signi丘c antly gr eater tha ndu ringlight
period exc ept the lstinternode at Sl in treatm ellt P P P. Sl, S2 and S3 repre se nt the experim ent
pe riods ofday0-7,day8-15and day16-22re spectivity. Verticalbars r epre s entsta nda rd deviation s
of m e a n s.
zT he sa m elet te rs a re n ot significantly di ffe re ntin elo ngatio ndu ringlightpe riod (a,b, c a nd d)
and da rk pe riod (1, m , n a nd o) at P<0. 051e v el by Tukey-Kr a m e r's te st.
も大 と な っ た . S 3 に おけ る 日伸長速度 は, 全 試験区 で
1m md~1 以下 で あ っ た .
明期 および時期ごとの伸長量
S l お よび S 2 に おけ る第 1節間 , お よ び S 2 に お け る
第 3節間 の伸長量 は明期 , 暗 期 と も に, + 10
o
C D I Fを
処 理 し た 試験 区で-10oC D I Fを 処 理 し た 試験 区 よりも
大 と な り , S 3 に お け る第 3節間 に お い て も PP P区を 除
い て 同様 の傾向 が み ら れ た (Fig. 5). 第 1節 間 の S 3お
よ び第 3節間 の S l に お け る伸長量 は明期, 暗 期 と も に
全試験区 で約 1m m で あ っ た . ま た , 暗期 の 伸長量 は
S l に お け る第 1節間 の P P P区 を除 い て , 全試 験区で明
期 の そ れ より も有意 に大 と な っ た .
- 13 -
72 古谷野 ･ 全 ･ 古在
Table 2 Gr o wth ofto m ato s e edlings a s a庁e cted by DI Ftr e atm e nts.
Tre atm ent Dry m a s s(m g) Le af a re a Nu mber oftr u e
c ode Total Ro ot (c m
2) 1e av e s
P P P 1250±120az llO±21a
P P N IO70±150 b
P N P 990±150 bc
P N N 840±140cd
N P P 930±150 bc
N P N 840 ±200cd
N N P 710±120 de
N NN 570±110e
100±16ab
lOO±16ab
80±14 bc
lOO±13 b
80±16 bc
70±15cd
50±14 d
280±17a 8.6±0. 7a
270±30ab 8.8±0. 8a
230±26 bc 8.6±0. 7a
190±21cd 8.4±1. Oa
240±27 b 8.2±1. 1a
250±18ab 8.1±1. 1ab
180±26 de 7.8±0. 4ab
150±16e 7.1±0. 8 b
Fo rtre atm e nt c ode s, se eTable1.
Me a n s±sta nda rd er ro r of 2r eplic atio n s ar e sho w n.
zMe ansin e a ch c olu m nfollo w ed bythe s a m eltters a r e n ot signi丘c a ntlydiffe r ent
at P<0.05le v el by Tukey-Kra n e r'stest.
試験開始後22日目の乾物重, 葉面積および本葉数
全乾物重, 地 下部乾物重 お よ び葉面積 は + 10
c
C D IF
を 処 理 し た 日数 が多 い ほ ど大 と な る 傾向が み ら れ た
(Table 2). N N N区の 本葉数 は他 の 試験区 に比 べ 小 で
あっ た が , 他 の試験区間 に有意 な差 は み られ な か っ た .
考 察
日伸長速度および各節間長
摘心後の側枝の生長 に は, 初期 の 遅延段階 (生長が ゆ
っ くり進 む段階), 急速生長段階, お よ びプ ラ ト ー 段 階
(急速生長段階後, 生長 が 遅く な る段階) が あ る こ と が
キ ク (Hein s etal., 1988) お よび ポイ ン セ チ ア (Be rgh-
age a nd Hein s,199 1) で 報告 さ れ て い る. 本試験 にお い
て , 各節間 の日伸長速度 の経日変化 は ガ ウ ス 曲線 で 近似
で きた (Fig. 3) こ とか ら, ト マ ト幼苗時 の各節聞 に お
い て も摘心後 の側枝 と同様の生長段階 があ ると 考 え ら れ
る
.
また , D I F が茎長 に及 ぼす影響 は急速生長段 階時
に最大 と な る (M o e a nd Mo rte n s e n, 1992) と い う報告
があ る. 試験 開始後 22日目の各節間長 の試験区 に よ る
違 い (Fig. 2) は , 側杖や茎長 に関す る上述 の考 え方 が
各節間 に関 して も あて は ま り , 各節 間の 急速生長段階 に
お け る D I F の値 が 節間長 に大 きく影響 を及 ぼ し た と考
え る こ と に よ り, ほ ぼ説 明で き る
.
さ ら に, 日伸 長速度 が最大値 に達 す る まで の 日数 が節
間 ご と に異 な っ て い た (Fig. 3) こ とか ら, 急速生長段
階の時期 は節間 ご と に異 な る と い え る . した が っ て, 各
節間 の 急速生長段階時 に処理す る D I F を変 え る こ と で
各節間長 の制御 が 可能 に な る と 推察 さ れ る. 他 方 ,
P P P区 で は N N N区 に比 べ て 日伸長速度が最大値 に達
す る ま で の 日数が小 であ っ た こ と か ら, 急速生長段階の
時期 が D I F の値 に よ り異 な っ た と い え る . 各 節 間長 を
制御す る た め に は D I F が急速生長段階の 時期 に及 ぼす
影響 に つ い て, 今後 より深く調査す る必要 があ る.
他 方, 歴軸 の 日伸長速度の経 日変化 は指数曲線 と な っ
た (Fig. 3). こ れ は , 本試験 に お い て , 発 芽 日 な ど発
芽時 に生 じ る ば らつ き を取り除く た め に播種後 6 日目 の
個体 を供試 した こ とが 原因であり, 発芽直後 か ら歴軸長
の測定を行えば他の節間 と同様に ガ ウ ス 曲線 に な る と推
察 さ れ る. すな わ ち , 播種後 6 日目 は月杢軸 の急速生長段
階の後半 であり, 本試験 に お い て 試験終了時の歴事由長 が
SI 仁 + 10
o
C D I Fを 処 理 し た 試 験 区 で 約6 0m m,
-10oC D IFを 処 理 し た 試 験 区 で 約45m m で あ っ た
(Fig . 2) が , 6 日 目 よ り 早く DI F処 理 を開始す れ ば歴
軸長 は, よ り長くある い は短くで き る と予想 され る.
D I F に対する反応時間
第 1節 間 の 日 伸長 速 度 は , 試 験 開始 後 8 日目 に
+ 10
o
C か ら-10oC D IF に変化 さ せ た 試験区で は そ の 日
を境 と し て 小 と な り, 逆 に -10
o
C か ら + 10
o
C D I F に
変化 さ せ た 試 験 区 で は そ の 日 を 境 に 大 と な っ た
(Fig. 4). ま た , S 2 に お け る第 1節 間 のイ申長 量 が
+ 10
o
CD I Fを処理 した 試験区で -10oC D IFを処理 し た
試験区 より も大 と な っ た (Fig. 5). S 3 に お け る第 3節
間 に お い て も P P P区 を除 き同様 の傾向が み ら れ た . 以
上 の こ とか ら, ト マ ト は D I F に対 して 即 日 的 に反応 し
て お り, 前日お よ びそ れ以前の処 理 の影響 は ほ と ん ど受
け て い な い と推察 で き る. こ の推 察 は植物 が D IF に対
し て 日単位 で反応す る (Hein s a nd Erwin , 1990) と い
う報告 と 一 致す る.
明期 および時期ご との伸長量
ト マ ト の 茎 は 明期 と比較 し て 暗期 で よ り伸長す る
(Bertram a nd Ka rlsen , 1994) と い う従来 の報告 と同様
に, 本 試験 にお い て も暗期 の伸長量 が明期 の そ れ より も
大 と な っ た (Fig. 5). 他方 , D I F は主 に 明期 の伸長 に
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影響 を及 ぼす と い う 報告 が あ る (S himiz u a nd Ⅲein s,
2000). 一 方, ト マ ト に お け る 暗期 の茎 の伸長 に ゼ ロ お
よ び負の D IF の影響 が明確 に み られ た と い う報告 があ
る (Bertr a m a nd I(a rls en, 1994). 本 試験 に お い て , Sl
お よ び S2 に お け る 第 1節間, お よ びS2 に お け る第 3
節間の伸長量 が 明期, 暗期 とも に, + 10
o
C D I Fを処理
した 試験区で-10
o
C D I F を処理 し た 試験 区 よりも大 と
な っ た . S3 に おける第 3節間 にお い て も P P P区を除 い
て 同様の傾向が みら れ た (Fig. 5). こ こ で , P P P区 の
伸長量 が他 の試験区より小 で あっ た 原因 は, 急速生長段
階 が試験区に より異 なり, S 3に お い て P P P区 は プ ラ ト
ー 段 階後期 であ っ た た め だ と考 え られ る. 以上 よ り, 明
期 お よび暗期 の伸長量 は と も に D IF の影響 を受 けた と
い える. 明期 お よ び暗期 に お ける茎 の伸長 に は, 明期 お
よび暗期 に お け る相対湿度 お よ び気流速度, 並 びに明期
に お け る P P F, 光 源 の R/F R比 お よ び B/R比 な ど も
影響を及 ぼ して お り, 今後 より詳細 に考察す る必要 があ
√る.
試験開始後22日目の乾物重 , 葉面積および本葉数
全乾物重お よ び地下部乾物重 に は + lo
o
°D I Fを 処理
し た 日数 が多 い ほ ど大 と な る傾 向 が み ら れ た (Table
2). また , 茎長 お よび葉面積 に関 し て も乾物重 と同様 の
傾向 が み ら れ た (Fig. 2, Table 2). 本試 験 で 得 られ た
葉面積 に関す る結果 は, D I F が大 と な る ほ ど葉面積 が
大 と な る (Erwin et al. ,19 91; Er win etal. , 1994) と い
う報告 と 一 致 して い た . 地下部乾物重 が全乾物重 に占め
る割合 は 10% 前後で あり, 全乾物重 の違 い は 主 に 茎部
お よ び葉部 の乾物重の違 い に よ る と い える .
葉 の展開速度 な どの 発育速度 は D I F の影響を受 けず,
平均温度 の影響を受 け る (Karls s on et al. , 1989; Erwin
a nd Hein s, 1990; M o e, 1990) と さ れ てV) る . 本試験 に
お い て 本葉 数 に試験 区 に よ る 差 が み ら れ な か っ た
(Table2) の は, 全試験 区の平均温度 が 25
o
C であ っ た
こ と に 起因す る と考 え ら れ る
.
つ ま り, D I F に より各
節間長の制御 を行う場合, 平均気温 に注意すれ ば発育速
度 を変 えず に各節間長を制御す る こ と が可能 であ る と推
察 され る.
本試験で は穂木品種で ある桃太郎を用 い て 試験を行 い ,
各 節間長が制御 で き る可能性 が示 さ れた . 台木 品種 に つ
い て の 試験 は行 っ て い な い が , 本 試験 と 同様の結果が得
られ る と考 え られ る. 今後, ト マ ト の台木品種 に加 え,
接 ぎ木需要 の多 い キ ュ ウ リ, ス イ カ な どの ウ リ 科果菜類
に関 して も本試験 と同様 の検討 が必要 である .
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摘 要
本試験 で は, 閉鎖型苗生産 シ ス テ ム に お い て + 10ま
た は -10oC の D IFを 6-8日毎 に与えた条件下 で の ト マ
ト実生 の歴軸長, 各節間長, さ らに は歴軸お よ び各節間
の日伸長速度 の経 日変化 を調査 した . そ の 結果, 各節 問
長 の日伸長速度 の経 日変化 は ガ ウ ス 曲線で近似 で き, 各
節間の伸長 は初期 の遅延段階, 急速生長段階, お よ びプ
ラ ト ー 段 階 に分 け られ た . 日伸長速度 が最大値に達す る
ま で の 日数, 言 い 換 え れ ば, 急速生長段階の時期 は節間
ご と に異 な っ た
. 試験開始後 22日目の各節間長 の試験
区に よ る違v) は, 各 節 間の 急速生長段階 に お け る DI F
の 備 に よ り , ほ ぼ説明 で きた こ と か ら, 歴 軸お よ び各節
間 の急速生長段階時 に処 理す る D IFを変 え る こ とで 各
節間長 が制御 で き る可能性が示 さ れ た. た と え ば, 接 ぎ
木苗生産 にお い て 歴軸長 お よ び各節間長 の制御が可能 に
な れ ば, 作 業能率と苗質 の向上 が は か れ る.
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